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令和８年４月１日 

   東京学芸大学附属大泉小学校 

令和８年度   学校経営方針 

 

東京学芸大学附属大泉小学校 

校 長 青 山 直 志 

 

 本校は，1938 年（昭和 13 年）東京府大泉師範学校附属小学校として開校し，本年

度創立 88 周年を迎えます。創立以来「自主的に学ぶこと」「自立すること」「ねば

り強く取り組むこと」「体験的に学ぶこと」「協働して学ぶこと」「共生をめざすこ

と」「世界に目を向けること」を大切にして，時代に合わせた改革を行いながら，教

職員と児童・保護者・地域そして東京学芸大学とが力を合わせて素晴らしい教育環境

を築き上げてきました。今後もその基盤を大切にして、子供たちが将来において、自

己伸長し、信頼され、世界平和とその持続発展に貢献できるよう教育活動に取り組ん

で参ります。更に本校には、東京学芸大学の附属学校として「教育界発展への貢献」

という重要な役割もあります。東京学芸大学附属大泉小学校の教職員であることを誇

りとし、子供たちのために、そして我が国の教育界発展のために全力を尽くし，存在

感のある学校を共に創り上げていきましょう。 

 

【教育理念・経営理念】 

 「自ら学び、共に生きる」 

 〜IB教育を通じた探究心の育成と教員・児童のウェルビーイングの同時実現〜 

 

【重点目標】学校経営の三本柱 

 

１ 働き方改革の推進：持続可能な教育環境の構築 

教員が心身ともに健康で、児童と向き合う時間を最大化するための構造改革を行います。 

• 新しい生活時程表の実施： 会議時間及び教員の休憩時間（６０分間）を確実に確保し、

勤務時間の適正化を図ります。 

• タイムパフォーマンスの意識： 特定の教員に負荷が集中しないよう、学年部、部会Ⅰ・

Ⅱでの協働体制を強化し、退勤時間の早期化を組織として徹底します。各学年主任、各

部長は議題を整理し、計画的に会議を進行し、時間内に終えるようにします。 
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• AIによる業務効率化： 全教員が生成AIを活用し、校務分掌、教材研究の補助、事務作業

の自動化を推進します。 

• 学校行事のスリム化： 教育的価値を再定義し、準備負担の大きい行事の内容精査やデジ

タル化を進め、教員・児童双方の負担を軽減します。 

 

２ いじめ防止対策の充実：多層的支援とIB精神の融合 

「未然防止・早期発見・迅速対応」を組織として徹底します。 

• 多層的モニタリング： 生活指導主事を中心に、SCスクールカウンセラーや外部専門家と

全教員が連携し、児童の小さな変化を見逃さない重層的な見守り体制を構築します。 

• 生活指導とIB教育の融合：IBの「学習者像（Learner Profile）」にある「思いやり   

（Caring）」や「振り返り（Reflective）」の概念を日常の生活指導に導入し、児童が

自らの行動を省察できる力を養います。 

• 人権教育の推進： 多様性を認め合うマインドセットを醸成する人権集会や道徳授業等を

継続的に実施します。 

 

３ PYP探究プログラムの充実と新しい教育課程の開発 

IB校としての質をさらに高め、附属学校としての研究・発信機能を強化します。 

• 「UOI（探究のユニット）」の深化: 教科等横断的な探究の時間を軸に、概念的理解を深

める授業実践を推進します。 

• 一条校としての教育課程の構築：PYP探究プログラムと学習指導要領を高い次元で両立さ

せ、大学や他のIB校と連携し、公立学校のモデルとなる次世代型カリキュラムを開発し

ます。 

• IB校に相応しい環境整備：IBOの評価訪問に向けて、校内の掲示等を計画的に行います。

また、デジタルサイネージを活用し、探究の学習プロセス等の可視化を推進します。 

 

【重点目標を支える基盤】 

 

■ 特別支援教育の充実 

• 新設「相談室 兼 特別支援教室」の活用： 児童及び保護者が相談しやすい環境を整備し

ます。また、本人・保護者との面談を踏まえ、過重な負担とならない範囲で合理的配慮

を行っていきます。 

• 支援体制の組織化： 特別支援教育コーディネーターとSC、学級担任、専門機関との連携

を密にし、全教員で児童を支える体制を構築します。また、学校生活支援員を意図的・

計画的に配置します。 

■ 学校安全と登下校マナーの向上 

• 校内安全の徹底： 「廊下を歩く」等の基本的な生活習慣を、本校の「生活のきまり」と

関連づけて指導し、安全な校内環境を作ります。 

• 地域社会の一員として： 公共交通機関の利用マナー向上を徹底して図り、地域から信頼

される大泉小学校の児童としての自覚を促します。 

■ 情報モラルと情報セキュリティの強化 

• 児童の情報リテラシー向上： ICT端末機器の適切な利用、SNSでのトラブル防止に向けた

リテラシー教育を本校の「菊の子SNSルール」「菊の子iPadルール」と関連づけ、継続的

に実施します。 

• 教員による個人情報の厳重管理： AI活用と並行し、校務データの適正な取扱とアナログ

・デジタル両面でのセキュリティ対策を徹底します。特に、児童の個人情報の取扱及び

保管については全教員で共通理解を図り、教務室の机上のフラット化と机まわりの整理

を徹底します。 
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学校経営方針 KPI 

 

【重点目標】学校経営の三本柱 

1. 働き方改革の推進 

評価項目 指標（KPI） 目標値 

超過勤務の削減 １か月の超過勤務の時間数の平均 10 時間以下 

休憩時間の確保 60 分の休憩時間を毎日確保できている教員の割合 90%以上 

AI 活用の浸透 校務で生成 AI を活用する教員の割合 100% 

 

2. いじめ防止対策の充実 

評価項目 指標（KPI） 目標値 

多層的モニタリング 
毎週火曜日の「いじめ対策委員会」、「生活指導夕会」

の実施率 
90%以上 

早期発見 
認知したいじめ事案の報告と「いじめ報告一覧表」へ

の記入 
即日 

迅速対応 
認知したいじめ事案に対するケース会議の開催等の

初期対応 
1 週間以内 

 

3. PYP 探究プログラムの充実 

評価項目 指標（KPI） 目標値 

Unit of Inquiry (UOI) 探究ユニットの計画・実施・振り返りの完遂率   全学年 100% 

教育課程の開発・実施 各教科の単元配列表に基づいた授業の実施率 全学年 100% 

教員研修の充実 IB 関連の校外研修への参加校数 2 校以上 

 

【重点目標を支える基盤】 

評価項目 指標（KPI） 目標値 

学校安全（廊下等） 校舎内における「衝突・転倒」による保健室利用件数 前年度比 50%減 

登下校マナー 地域・交通機関からのマナーに関する苦情件数 二学期以降 0 件 

個人情報管理 個人情報の紛失・誤送信等のインシデント発生件数 0 件 
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